
コロナ禍と日中交流実態調査

2022年度
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1 外務省のホームページにある「日中国交正常化 50 周年事業カレンダー」と題するページで、実施期間が異なるイベ

ントを数えたところ、合計 226 件あった。しかし、同じイベントが複数日で実施されていたり、同じ団体がいくつかの

イベントを実施していたりするため、実際の認定事業数はこれより少ないと考えるべきだろう。 
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2 以下の記述からも明らかになるように、「現在のコロナ禍によってイベントは実施していない」とする回答が相当数

に上っているが、こうした状況にあっても「交流はしている」と回答した団体と「交流をしていない」と回答した団体

がある。本稿では、前者は「一時的な中断」、後者は「永続的な中断」をしたものと解釈して分析を行うものとする。 
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3 「現在のコロナ禍にあっては実施していない」とする回答の中に、「コロナ禍前には実施していない」とする回答を

した団体があることから、こうした団体を除いてカウントすると、活動の頻度を下げた団体は全体の 58％となる。 
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コロナ禍前とは交流内容

を変えていない

コロナ禍前から交流

内容を変えた
合計

コロナ禍前よりも拡大した 0.8% 3.9% 4.7%

コロナ禍前と変わらない 14.2% 4.7% 18.9%

コロナ禍前よりも縮小した 27.0% 49.3% 76.3%

合計 42.1% 57.9% 100.0%

オフライン（対

面）のみ
オンラインのみ

オフラインとオ

ンライン両方
合計

オフライン（対面）のみ 11.5% 40.9% 27.5% 79.8%

オンラインのみ 0.3% 3.1% 0.6% 3.9%

オフラインとオンライン両方 1.4% 9.2% 5.6% 16.2%

合計 13.2% 53.2% 33.6% 100.0%

2020年以

降の交流2019年以

前の交流
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4 交流の頻度が低下し、規模が縮小したと回答した多くの団体が、コロナ禍にあって活動を中止している

ため、図表５にあるクロス表の集計にあって、「低下した」「縮小した」とするカテゴリーの数が大幅に減

少している。注意したい。 
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コロナ禍前と比べて
も、困難はあまりな
く、交流は順調に進

んでいる

コロナ禍前と比べ
て、困難はあったも
のの、どちらかとい
えば交流は順調とい

える

コロナ禍前よりも
色々な困難があり、
交流はあまり順調で

はない

コロナ禍前よりも
色々な困難があ
り、交流はまった
く順調ではない

どちらと
もいえな
い わからない

困難はあまりなく、交流は
順調に進んできた

4.8% 7.9% 3.9% 0.6% 1.8% 0.3% 19.3%

困難はあったものの、どち
らかといえば交流は順調と
いえる

3.0% 32.6% 19.0% 2.4% 3.3% 1.2% 61.6%

色々な困難があり、交流は
あまり順調とはいえなかっ
た

1.2% 3.0% 2.1% 1.5% 7.9%

色々な困難があり、交流は
まったく順調ではなかった

0.3% 0.6% 0.3% 1.2%

どちらともいえない 0.3% 1.2% 1.2% 3.9% 0.3% 6.9%

わからない 0.3% 0.3% 0.3% 0.3% 1.8% 3.0%

8.2% 42.6% 27.5% 6.9% 10.9% 3.9% 100.0%

現在の日中交流の評価

合計

日中交流実績の評価

合計
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n数

友
好
・
親
睦
交
流
：
国
家
・
団
体
間
の
親
睦
を
深

め
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
交
流

教
育
分
野
で
の
交
流
：
交
換
留
学
や
語
学
習
得
、

学
生
向
け
の
弁
論
・
文
芸
・
論
文
コ
ン
ク
ー
ル
を

通
じ
た
交
流

異
文
化
交
流
：
異
文
化
理
解
を
深
め
る
こ
と
を
目

的
と
し
た
交
流
（
図
書
寄
贈
等
を
含
む
）

学
術
分
野
で
の
交
流
：
学
術
研
究
を
目
的
と
し
た

交
流

文
化
・
芸
術
分
野
で
の
交
流
：
文
化
・
芸
術
コ
ン

テ
ン
ツ
の
発
信
と
展
開
を
目
的
と
し
た
交
流

技
術
協
力
・
ビ
ジ
ネ
ス
交
流
：
科
学
技
術
分
野
や

産
業
分
野
で
の
技
術
協
力
・
開
発
援
助
、
企
業
の

中
国
進
出
支
援
、
現
地
で
の
視
察
活
動
な
ど
を
目

生
活
支
援
交
流
：
日
本
に
お
け
る
中
国
人
・
中
国

に
お
け
る
日
本
人
の
生
活
支
援
を
目
的
と
し
た
交

流 社
会
課
題
へ
の
取
り
組
み
に
関
連
す
る
交
流
：
環

境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
食
糧
・
水
・
高
齢
化
社
会
・

医
療
・
介
護
等
の
社
会
課
題
に
取
り
組
む
た
め
の

産
業
振
興
交
流
：
農
業
・
林
業
・
水
産
業
経
営
、

生
産
技
術
や
安
全
管
理
な
ど
に
関
す
る
交
流

そ
の
他

655 53.7 48.2 33.9 26.0 19.4 15.9 14.0 10.4 8.1 6.3

非営利団体計 226 56.2 28.3 36.7 15.5 23.5 17.7 24.8 11.5 9.3 10.2

一般社団/財団法人 53 64.2 26.4 26.4 20.8 35.8 34.0 22.6 20.8 13.2 5.7

公益社団/財団法人 94 45.7 27.7 33.0 20.2 18.1 14.9 20.2 7.4 8.5 11.7

NPO法人 28 50.0 32.1 39.3 10.7 25.0 17.9 28.6 21.4 14.3 21.4

任意団体 51 70.6 29.4 52.9 3.9 19.6 5.9 33.3 3.9 3.9 5.9

全体

非営利
団体別

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

全体 非営利団体計

一般社団/財団法人 公益社団/財団法人

NPO法人 任意団体
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n数

政
府
系
団
体
・
組
織

学
校
系
団
体
・
組
織

非
営
利
系
団
体
・
組
織

営
利
企
業
系
団
体
・
組
織

宗
教
系
団
体
・
組
織

そ
の
他
の
団
体
・
組
織

交
流
の
際
に
特
定
の
団
体
を
通
さ
な
い
個
人

655 45.6 45.6 16.8 12.5 0.9 2.9 13.1

非営利団体計 226 47.3 26.1 34.5 18.6 0.9 5.3 28.3

一般社団/財団法人 53 52.8 26.4 43.4 35.8 0.0 7.5 18.9

公益社団/財団法人 94 46.8 24.5 33.0 17.0 0.0 7.4 25.5

NPO法人 28 42.9 35.7 39.3 7.1 3.6 0.0 25.0

任意団体 51 45.1 23.5 25.5 9.8 2.0 2.0 45.1

全体

非営利
団体別

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%
全体 非営利団体計

一般社団/財団法人 公益社団/財団法人

NPO法人 任意団体
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n数

関
係
先
の
団
体
・
組
織
、
個
人
か
ら
、
交
流

先
の
紹
介
が
あ
っ
た

中
国
の
交
流
先
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
が
あ
っ
た

貴
組
織
・
法
人
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
を
行
っ
た

交
流
を
行
う
前
か
ら
関
係
が
あ
っ
た

歴
史
的
に
特
別
な
関
係
が
あ
っ
た

そ
の
他

わ
か
ら
な
い

595 36.5 28.2 27.9 18.0 8.1 7.1 15.0

非営利団体計 180 41.1 31.7 33.9 26.1 11.7 10.6 10.0

一般社団/財団法人 48 45.8 43.8 47.9 29.2 18.8 2.1 12.5

公益社団/財団法人 76 42.1 27.6 30.3 19.7 6.6 14.5 10.5

NPO法人 22 40.9 31.8 50.0 40.9 13.6 4.5 4.5

任意団体 34 32.4 23.5 11.8 26.5 11.8 17.6 8.8

全体

非営利
団体別

0%

10%

20%

30%

40%

50%
全体
非営利団体計
一般社団/財団法人
公益社団/財団法人
NPO法人
任意団体



23 
 

全
回
答
団
体 

n数

国
家
・
団
体
間
の
良
好
な
関
係
を
維
持
・
発
展

さ
せ
る
た
め

先
方
と
情
報
や
技
術
、
人
材
、
文
化
財
な
ど
を

交
換
す
る
た
め

先
方
と
共
通
の
目
標
を
達
成
さ
せ
る
た
め

先
方
が
必
要
と
す
る
も
の
（
情
報
や
技
術
、
人

材
、
文
化
財
な
ど
）
を
提
供
す
る
た
め

こ
ち
ら
が
必
要
と
す
る
も
の
（
情
報
や
技
術
、

人
材
、
文
化
財
な
ど
）
を
入
手
す
る
た
め

先
方
と
の
共
同
事
業
を
運
営
す
る
た
め

そ
の
他

特
に
交
流
の
目
的
は
意
識
し
て
い
な
い
／
わ
か

ら
な
い

不
明

595 54.1 25.2 19.8 17.3 15.5 8.7 8.4 5.2 1.0

非営利団体計 180 61.1 20.0 28.3 21.7 17.2 10.0 10.6 3.3 1.1

一般社団/財団法人 48 62.5 27.1 39.6 20.8 22.9 18.8 2.1 0.0 0.0

公益社団/財団法人 76 61.8 21.1 25.0 23.7 14.5 3.9 13.2 2.6 1.3

NPO法人 22 50.0 13.6 45.5 22.7 18.2 22.7 13.6 0.0 0.0

任意団体 34 64.7 11.8 8.8 17.6 14.7 2.9 14.7 11.8 2.9

全体

非営利
団体別

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%
全体
非営利団体計
一般社団/財団法人
公益社団/財団法人
NPO法人
任意団体
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民
間
非
営
利
団
体
全
体 

一
般
社
団
・
財
団
法
人 

N
P

O

法
人 

任
意
団
体 
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65.5

66.8

54.7

67.0

71.4

76.5

13.3

12.4

22.6

10.6

7.1

7.8

0.5 8.4

11.1

17.0

10.6

10.7

5.9

9.2

6.6

5.7

6.4

10.7

5.9

3.2

3.1

5.3

3.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=655）

非営利団体計

（n=226）

一般社団/財団法人

（n=53）

公益社団/財団法人

（n=94）

NPO法人（n=28）

任意団体（n=51）

日本人 中国系（帰化した方も含む） その他の国籍 日本人と中国系が同程度 上記以外 不明
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合計 十分に達成
できた

それなりに達
成できた

どちらともい
えない

そこまで達成
できていない

まったく達成
できていない

わからない 不明 平均

18 3 10 4 0 1 0 0 0.78
100.0 16.7 55.6 22.2 0.0 5.6 0.0 0.0

8 1 7 0 0 0 0 0 1.13
100.0 12.5 87.5 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

5 2 0 2 0 1 0 0 0.40
100.0 40.0 0.0 40.0 0.0 20.0 0.0 0.0

0 0 0 0 0 0 0 0 -
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

5 0 3 2 0 0 0 0 0.60
100.0 0.0 60.0 40.0 0.0 0.0 0.0 0.0

0 0 0 0 0 0 0 0 -
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

Q12-5日中交流の達成度_先方との共同事業を運営するため

全体

Q17-2日中交流
の主担当

日本人

中国系（帰化した方も
含む）
その他の国籍

日本人と中国系が同程
度
上記以外
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1.6人

2.0人

2.8人

1.5人

3.4人

1.1人

平均

6.2

8.9

12.5

5.3

22.7

2.9

6.1

8.3

18.8

5.3

5.9

14.6

15.6

14.6

15.8

18.2

14.7

30.3

28.9

22.9

35.5

27.3

23.5

3.5

3.3

4.2

2.6

5.9

36.6

31.7

18.8

34.2

27.3

47.1

2.7

3.3

8.3

1.3

4.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=595）

非営利団体計

（n=180）

一般社団/財団法人

（n=48）

公益社団/財団法人

（n=76）

NPO法人

（n=22）

任意団体

（n=34）

月に1回以上 3か月に1回程度
半年に1回程度 年に1回程度
2～3年に1回程度 不定期(具体的な頻度は決めていない)



28 
 

 

n数

そ
の
他
のW

EB

会
議
シ
ス
テ
ム

中
国
系SN

S

中
国
系W
EB

会
議
シ
ス
テ
ム

そ
の
他
の
動
画
配
信
ツ
ー
ル

中
国
系
動
画
配
信
ツ
ー
ル

そ
の
他
のSN

S

そ
の
他
の
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ー
ル

わ
か
ら
な
い

317 79.8 30.0 14.5 7.3 2.2 1.9 7.6 6.9

非営利団体計 79 79.7 40.5 22.8 11.4 3.8 2.5 6.3 3.8

一般社団/財団法人 24 79.2 58.3 37.5 12.5 4.2 0.0 0.0 4.2

公益社団/財団法人 34 82.4 26.5 11.8 8.8 0.0 2.9 11.8 5.9

NPO法人 8 62.5 50.0 37.5 37.5 25.0 12.5 12.5 0.0

任意団体 13 84.6 38.5 15.4 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

全体

非営利
団体別

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90% 全体
非営利団体計
一般社団/財団法人
公益社団/財団法人
NPO法人
任意団体
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0.5

0.5

0.6

0.4

0.2

0.5

平均

17.3

18.1

24.5

13.8

17.9

19.6

26.7

23.9

26.4

24.5

17.9

23.5

27.5

30.1

28.3

33.0

25.0

29.4

6.0

6.2

5.7

5.3

10.7

5.9

3.8

5.8

5.7

4.3

10.7

5.9

11.5

8.4

5.7

8.5

10.7

9.8

7.3

7.5

3.8

10.6

7.1

5.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=655）

非営利団体計

（n=226）

一般社団/財団法人

（n=53）

公益社団/財団法人

（n=94）

NPO法人（n=28）

任意団体（n=51）

より発展する どちらかといえば発展する どちらともいえない

どちらかといえばあまり発展しない 発展しない わからない

不明
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n数

政
府
や
民
間
財
団
、
企
業
に
よ
る
財

政
支
援

同
種
の
交
流
を
し
て
い
る
人
・
団
体

と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ

政
府
や
民
間
財
団
、
企
業
と
の
相
談

や
情
報
提
供

交
流
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
必
要
な

情
報
提
供
サ
イ
ト

交
流
の
担
い
手
と
な
る
人
材
を
紹
介

（
あ
る
い
は
育
成
）
す
る
事
業
や

サ
ー
ビ
ス
、
出
向
等

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
等
の
資

金
調
達
サ
ー
ビ
ス

そ
の
他

特
に
必
要
で
は
な
い

不
明

655 21.8 12.8 11.8 8.9 7.3 2.1 4.6 51.9 7.0

非営利団体計 226 27.0 13.7 15.5 7.1 8.0 3.1 6.2 47.3 7.1

一般社団/財団法人 53 30.2 18.9 18.9 7.5 5.7 3.8 3.8 47.2 3.8

公益社団/財団法人 94 23.4 12.8 14.9 4.3 4.3 3.2 3.2 53.2 9.6

NPO法人 28 32.1 14.3 21.4 14.3 28.6 7.1 21.4 21.4 7.1

任意団体 51 27.5 9.8 9.8 7.8 5.9 0.0 5.9 51.0 5.9

全体

非営利
団体別

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60% 全体

非営利団体計

一般社団/財団法人

公益社団/財団法人

NPO法人

任意団体
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友
好
・
親
睦
交
流

教
育
分
野
で
の
交
流

異
文
化
交
流

学
術
分
野
で
の
交
流

文
化
・
芸
術
分
野
で
の
交
流

技
術
協
力
・
ビ
ジ
ネ
ス
交
流

生
活
支
援
交
流

社
会
課
題
へ
の
取
り
組
み
に
関
連
す
る
交
流

産
業
振
興
交
流

そ
の
他

n数 655 352 316 222 170 127 104 92 68 53 41.0

% 100 53.7 48.2 33.9 26.0 19.4 15.9 14.0 10.4 8.1 6.3

n数 127 104 69 70 31 127 30 29 33 29 4.0

% 100 81.9 54.3 55.1 24.4 100.0 23.6 22.8 26.0 22.8 3.1

全体

文化・芸術分野での交流

合計

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

全体 文化・芸術分野での交流

公
立
学
校
／
学
校
法
人

政
府
系
機
関
／
地
方
公
共
団
体

公
益
社
団
／
財
団
法
人

一
般
社
団
／
財
団
法
人

任
意
団
体

営
利
法
人
：
株
式
会
社
、
合
同
・
合
名
・
合
資
会
社

特
定
非
営
利
活
動
法
人
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
）

宗
教
法
人

そ
の
他

n数 655 202 178 94 53 51 38 28 4 7

% 100 30.8 27.2 14.4 8.1 7.8 5.8 4.3 0.6 1.1

n数 127 15 50 17 19 10 6 7 2 1

% 100 11.8 39.4 13.4 15.0 7.9 4.7 5.5 1.6 0.8

全体

文化・芸術分野での交流

合計

0%

10%

20%

30%

40%

50%
全体 文化・芸術分野での交流
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5 中国における海外のコンテンツ規制の現状： 

映画に関しては国家電影局が、ドラマ・アニメは国家広播電視総局が、出版やゲームに関しては国家新聞

出版署が、海外コンテンツの輸入審査を行い、批准されなければ中国国内で上映/放送/出版/配信するこ

とはできない。 

政
府
系
団
体
・
組
織

学
校
系
団
体
・
組
織

非
営
利
系
団
体
・
組
織

営
利
企
業
系
団
体
・
組
織

宗
教
系
団
体
・
組
織

そ
の
他
の
団
体
・
組
織

交
流
の
際
に
特
定
の
団
体
を
通
さ
な
い
個
人

n数 673 299 299 110 82 6 19 86

% 100 44.4 44.4 16.3 12.2 0.9 2.8 12.8

n数 129 90 56 37 24 4 5 13

% 100 69.8 43.4 28.7 18.6 3.1 3.9 10.1

全体

文化・芸術分野での交流

合計

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

全体 文化・芸術分野での交流
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6 参照  独立行政法人日本貿易振興機構（ジェトロ）調査レポート 

「中国コンテンツ市場調査 2022 年版（2023 年 2 月）」 

https://www.jetro.go.jp/world/reports/2023/02/72218cac73449251.html 
7 日本政府観光局（JNTO）「訪日外客数」 2019 年中国からの訪日人数は、9,594,394 人。 

https://www.jnto.go.jp/jpn/statistics/since2003_visitor_arrivals.pdf 

 ちなみに、日本から各国・地域への到着者数（2019 年）は、1 位アメリカ、2 位韓国、3 位中国

（2,676,334）であった。これは観光だけでなく、ビジネスなど全ての訪問を含む。日中の往来人数を比

較すると、その差は圧倒的である。 

https://www.jnto.go.jp/jpn/statistics/20220610_4.pdf 
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4.7

3.7

18.9

9.8

76.3

86.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=359）

文化・芸術分野での交流

（n=82）

コロナ禍前よりも拡大した コロナ禍前と変わらない コロナ禍前よりも縮小した

1.8 回

1.0 回

平均

7.4

4.1

8.2

4.9

14.8

5.7

29.5

21.3

2.5

4.1

36.1

28.7

1.6

31.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

コロナ禍前（2019年以前）

（n=122）

コロナ禍後（2020年以降）

（n=122）

月に1回以上 3か月に1回程度
半年に1回程度 年に1回程度
2～3年に1回程度 不定期(具体的な頻度は決めていない)
コロナ禍前までは実施していない
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78.7

83.3

3.9

2.4

16.0

14.3

1.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=362）

文化・芸術分野での交流

（n=84）

オフライン（対面）のみ オンラインのみ オフラインとオンライン両方 不明

12.9

10.7

52.6

60.7

33.1

28.6

1.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=363）

文化・芸術分野での交流

（n=84）

オフライン（対面）のみ オンラインのみ オフラインとオンライン両方 不明
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そ
の
他
の
Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議
シ
ス
テ
ム

中
国
系
Ｓ
Ｎ
Ｓ

中
国
系
Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議
シ
ス
テ
ム

そ
の
他
の
動
画
配
信
ツ
ー
ル

中
国
系
動
画
配
信
ツ
ー
ル

そ
の
他
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ

そ
の
他
の
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ー
ル

わ
か
ら
な
い

n数 317 253 95 46 23 7 6 24 22

% 100 79.8 30.0 14.5 7.3 2.2 1.9 7.6 6.9

n数 78 61 23 14 9 3 0 9 4

% 100 78.2 29.5 17.9 11.5 3.8 0.0 11.5 5.1

全体

文化・芸術分野での交流

合計

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

全体 文化・芸術分野での交流
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日
本
語

中
国
語

英
語

そ
の
他
の
言
語

n数 540 517 141 91 14

% 100 95.7 26.1 16.9 2.6

n数 113 110 41 15 8

% 100 97.3 36.3 13.3 7.1

全体

文化・芸術分野での交流

合計

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%
全体

文化・芸術分野

での交流

自
身
の
団
体
・
組
織
の
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ

ト 新
聞
・
雑
誌
・
書
籍

中
国
系
Ｓ
Ｎ
Ｓ

そ
の
他
の
動
画
配
信
ツ
ー
ル

テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ

日
中
交
流
専
用
の
掲
示
板
・
フ
ォ
ー

ラ
ム

日
中
交
流
専
用
の
情
報
配
信
サ
イ
ト

中
国
系
動
画
配
信
ツ
ー
ル

そ
の
他
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ

そ
の
他

情
報
発
信
は
行
っ
て
い
な
い

n数 655 469 113 63 42 26 16 13 10 48 55.0 89.0

% 100 71.6 17.3 9.6 6.4 4.0 2.4 2.0 1.5 7.3 8.4 13.6

n数 127 96 36 21 21 14 3 7 1 13 16.0 8.0

% 100 75.6 28.3 16.5 16.5 11.0 2.4 5.5 0.8 10.2 12.6 6.3

全体

文化・芸術分野での交流

合計

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

全体 文化・芸術分野での交流
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8 東京都Ｄ区国際交流協会が交流先の北京市Ｅ区の広報活動に関して、「中国の中での情報の制約や制限

がどこまでなのかという問題も微妙にかぶってくるので実際に向こうにどれだけの情報が流れているのか

確認はとれないが、一定程度は広報してくれているのではないかと思っている。」などである。 
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交
流
を
通
し
て
、
中
国
に
対
す
る
認

識
が
深
ま
っ
た

交
流
を
通
し
て
、
新
た
な
気
付
き
や

発
見
を
得
ら
れ
た

団
体
・
組
織
の
運
営
に
良
い
影
響
を

も
た
ら
し
た

そ
の
他

特
に
な
い

n数 655 389 366 236 34 47

% 100 59.4 55.9 36.0 5.2 7.2

n数 127 95 80 51 8 6

% 100 74.8 63.0 40.2 6.3 4.7

全体

文化・芸術分野での交流

合計

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%
全体

文化・芸術分野での交流
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9 『日中交流の四半世紀』天野慧、園田茂人（東洋経済新報社）： 

「第一章 友好一辺倒からの転換―ポスト「井戸掘り人」世代の日中交流」より 

さらに「第四章 対話の時代に新しい理念を―日中文化交流・四半世紀の教訓」では、「依然として限ら

れる中国の日本情報」がキーワードになっているが、メディアでの規制はあるものの、ＳＮＳの発達や日

本旅行の急増などにより、中国における生の日本情報はここ数年で格段に増加している。 

1.51

1.71

平均

67.9

78.0

7.9

5.5

15.3

9.4

1.4 7.0

6.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=655）

文化・芸術分野での交流

（n=127）

継続したい やや継続したい どちらともいえない あまり継続したくない 継続したくない 不明
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10 独立行政法人日本貿易振興機構（ジェトロ）調査レポート 

「上海（中国）アクティブシニアレポート（2022 年 3 月）」3-2 

https://www.jetro.go.jp/world/reports/2022/02/0c2ae93bb472879b.html 
11 GLOBAL NOTE「名目 GDP（IMF 統計）」 

 https://www.globalnote.jp/p-data-g/?dno=8860&post_no=1409 
12 「2013 年 11 月 25 日 海外需要開拓支援機構（愛称：クールジャパン機構）が設立」 

 2013 年 11 月 24 日 日本経済新聞 

 https://www.nikkei.com/article/DGXNZO63075260U3A121C1TJC000/?s=3 
13 独立行政法人日本貿易振興機構（ジェトロ）調査レポート 
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「中国コンテンツ市場調査 2022 年版（2023 年 2 月）」 

https://www.jetro.go.jp/world/reports/2023/02/72218cac73449251.html 
14 TikTok https://www.tiktok.com/ 

 ByteDance が運営する動画に特化したソーシャルネットワーキングサービス。 

利用者数参考資料：https://grove.tokyo/media/g0109/ 
15 愛奇芸 https://www.iq.com/ 
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16 前出の『日中交流の四半世紀』「第四章 対話の時代に新しい理念」で、「対中のイメージの背後に潜む

日本の優越意識」が語られているが、これはこの 25 年間に変化が出てきているところであり、若い世代

ほど変化が顕著に見られるようだ。コンテンツ文化の市場においても、こうしたパワーバランスの変化が

徐々に見られる。 
17 内閣府「世論調査」 

  令和 4 年（2022 年）https://survey.gov-online.go.jp/r04/r04-gaiko/index.html 

  令和 3 年（2021 年）https://survey.gov-online.go.jp/r03/r03-gaiko/2-1.html 

  令和 3 年の調査で、中国に対する親近感に関する質問で、「親しみを感じる（小計）」とする者の割合

は 18～29 歳で 41.6％と飛びぬけて高かったが、平成 4 年では 28％と他の世代よりは高いものの比較的落

ち着いた数字になっている。 

該当者数

（人数）

親しみを感じる

（小計、％）

1.親しみを感じる
（％）

2.どちらかというと
親しみを感じる（％）

親しみを感じない

（小計、％）

3.どちらかというと
親しみを感じない（％）

4.親しみを感じない
（％）

無回答

（％）

総数 1732 17.8 2.2 15.6 81.8 35.9 45.9 0.3

18～29歳 150 28 8 20 72 32.7 39.3 -

  うち20～29歳 116 23.3 6.9 16.4 76.7 30.2 46.6 -

30～39歳 190 23.7 2.6 21.1 75.8 33.2 42.6 0.5

40～49歳 265 19.2 2.3 17 80.8 34.7 46 -

50～59歳 316 16.8 1.3 15.5 83.2 34.5 48.7 -

60～69歳 305 12.8 1.3 11.5 86.9 38.7 48.2 0.3

70歳以上 506 15.6 1.4 14.2 83.6 37.7 45.8 0.8

中国に対する親近感
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0.57

0.52

平均

20.2

19.7

18.6

17.3

31.0

29.9

3.2

4.7

1.2

1.6

18.8

20.5

7.0

6.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=655）

文化・芸術分野での交流

（n=127）

良い印象だった どちらかといえば良い印象だった どちらともいえない

どちらかといえば悪い印象だった 悪い印象だった わからない

不明

0.57

0.52

平均

21.1

25.2

26.6

30.7

32.4

26.8

4.0

2.4

2.4

1.6

6.6

7.1

7.0

6.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=655）

文化・芸術分野での交流

（n=127）

良い印象だった どちらかといえば良い印象だった
どちらともいえない どちらかといえば悪い印象だった
悪い印象だった わからない
不明

Q26.交流開始時の中国の印象 Q26.交流開始時の中国の印象 

Q27.現時点の中国の印象 
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18 今回のインタビュー調査でも、自治体による青少年交流はコロナ禍で中断しているものもあったが、⾧

年にわたって継続されてきたものが多かった。Ｄ区国際交流協会による野球交流や、Ｃ市による中学生同

士のホームステイなどである。こうした若い世代が互いの顔が見える交流をすることで、将来の文化交流

においても担い手になることが期待される。 
19 例えば、東野圭吾作品は中国で常にベストセラーに入り、中国で映画化も舞台化もされている。 
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20 張紀潯「首届国家公派赴日留学生的歴史記憶」廖赤陽主編『跨超疆界――留学生与新華僑』社会科学文

献出版社、2015 年、108‐122 頁。 
21 王雪萍『当代中国留学政策研究――1980‐1984 年赴日国家公派本科留学生政策始末』世界知識出版

社、2009 年、41‐53 頁。 
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3.9

0.6

2.0

0.6

3.2

1.7

12.6

9.7

15.0

17.6

12.8

10.2

10.4

11.1

14.8

13.3

11.1

17.6

8.9

33.3

9.7

7.6

33.3

9.1

10.1

11.1

8.5

0.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=595）

高校（n=9）

大学（n=176）

1972年以前(日中国交正常化前) 1973-1974年 1975-1979年
1980-1984年 1985-1989年 1990-1994年
1995-1999年 2000-2004年 2005-2009年
2010-2014年 2015-2019年 2020年以降
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27.9

33.3

10.8

51.8

66.7

63.1

17.5

25.0

2.9

1.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=595）

高校（n=9）

大学（n=176）

１（団体・組織） 2～9（団体・組織） 10～99（団体・組織） 100以上（団体・組織）
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22 「日中 21 世紀交流事業の概要」日本外務省の HP

（https://www.mofa.go.jp/mofaj/area/china/jc_koryu21/gaiyo.html） 2023 年 2 月 9 日アクセス。 
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-0.7

-0.4

-0.7

平均

4.7

20.0

7.7

18.9

20.0

15.4

76.3

60.0

76.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=359）

高校（n=5）

大学（n=117）

コロナ禍前よりも拡大した コロナ禍前と変わらない コロナ禍前よりも縮小した
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2.8人

0.2人

0.2人

0.0人

0.0人

0.0人

平均

77.8

88.9

100.0

100.0

100.0

11.1

22.2

77.8

11.1

11.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

常勤_日本人（n=9）

常勤_中国系（帰化した方も含む）（n=9）

常勤_その他の国籍（n=9）

非常勤_日本人（n=9）

非常勤_中国系（帰化した方も含む）（n=9）

非常勤_その他の国籍（n=9）

0人 1人 2～5人 6～9人 10～19人 20～29人 30人以上 不明
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41.7人

2.3人

1.0人

5.6人

0.7人

0.3人

平均

3.3

53.8

70.3

56.6

74.2

84.1

18.1

17.0

10.4

14.8

8.8

1.6

44.5

12.6

4.4

12.6

2.2

8.2

0.5

8.2

1.6

0.5

2.2

1.1

1.1

1.6

1.1

0.5

13.7

13.7

13.7

13.7

13.7

13.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

常勤_日本人（n=182）

常勤_中国系（帰化した方も含む）（n=182）

常勤_その他の国籍（n=182）

非常勤_日本人（n=182）

非常勤_中国系（帰化した方も含む）（n=182）

非常勤_その他の国籍（n=182）

0人 1人 2～5人 6～9人 10～19人 20～29人 30人以上 不明
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n数

交
流
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通
し
て
、
新
た
な
気
付
き
や

発
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得
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た

団
体
・
組
織
の
運
営
に
良
い
影
響
を

も
た
ら
し
た

そ
の
他

特
に
な
い

不
明

655 55.9 59.4 36.0 5.2 7.2 4.4

高校 9 100.0 55.6 44.4 0.0 0.0 0.0

大学 182 57.7 51.1 43.4 6.0 3.3 7.7

全体

高校／
大学別

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%
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0.6

0.3

0.7

平均

20.2

22.2

22.0

18.6

19.2

31.0

44.4

27.5

3.2

11.1

2.2

1.2

1.1

18.8

22.2

17.0

7.0

11.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=655）

高校（n=9）

大学（n=182）

良い印象だった どちらかといえば良い印象だった どちらともいえない
どちらかといえば悪い印象だった 悪い印象だった わからない
不明

0.6

0.4

0.7

平均

21.1

11.1

21.4

26.6

33.3

25.8

32.4

44.4

31.3

4.0

11.1

2.2

2.4

2.2

6.6

6.0

7.0

11.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=655）

高校（n=9）

大学（n=182）

良い印象を持っている どちらかといえば良い印象を持っている どちらともいえない
どちらかといえば悪い印象を持っている 悪い印象を持っている わからない
不明



68 
 

0.8

1.0

0.9

平均

18.2

33.3

18.1

51.6

44.4

50.5

7.8

11.1

6.6

1.4

0.5

9.0

11.1

8.2

5.0

4.9

7.0

11.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=655）

高校（n=9）

大学（n=182）

困難はあまりなく、交流は順調に進んできた 困難はあったものの、どちらかといえば交流は順調といえる
色々な困難があり、交流はあまり順調とはいえなかった 色々な困難があり、交流はまったく順調ではなかった
どちらともいえない わからない
不明

0.2

0.2

0.1

平均

7.5

7.7

39.3

60.0

35.0

25.3

29.9

6.4

20.0

6.0

10.0

20.0

7.7

3.6

2.6

7.8

11.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=359）

高校（n=5）

大学（n=117）

コロナ禍前と比べても、困難はあまりなく、交流は順調に進んでいる コロナ禍前と比べて、困難はあったものの、どちらかといえば交流は順調といえる
コロナ禍前よりも色々な困難があり、交流はあまり順調ではない コロナ禍前よりも色々な困難があり、交流はまったく順調ではない
どちらともいえない わからない
不明
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0.5

0.3

0.7
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17.3

20.9

26.7

44.4

30.2

27.5

44.4

22.5

6.0

11.1

4.4

3.8

2.2

11.5

8.8

7.3

11.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=655）

高校（n=9）

大学（n=182）

より発展する どちらかといえば発展する どちらともいえない
どちらかといえばあまり発展しない 発展しない わからない
不明
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n数

政
府
や
民
間
財
団
、
企
業
に
よ
る
財
政
支
援

同
種
の
交
流
を
し
て
い
る
人
・
団
体
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

キ
ン
グ

政
府
や
民
間
財
団
、
企
業
と
の
相
談
や
情
報
提
供

交
流
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
必
要
な
情
報
提
供
サ
イ
ト

交
流
の
担
い
手
と
な
る
人
材
を
紹
介
（
あ
る
い
は
育

成
）
す
る
事
業
や
サ
ー
ビ
ス
、
出
向
等

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
等
の
資
金
調
達
サ
ー
ビ
ス

そ
の
他

特
に
必
要
で
は
な
い

不
明

655 21.8 12.8 11.8 8.9 7.3 2.1 4.6 51.9 7.0

高校 9 22.2 33.3 22.2 22.2 11.1 11.1 0.0 66.7 0.0

大学 182 25.3 8.8 11.0 8.8 5.5 2.7 3.3 48.9 11.0

全体

高校／
大学別
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20%

30%

40%

50%

60%

70%
全体 高校 大学
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23 https://www.asahi.com/articles/DA3S15430451.html 
24 https://www.asahi.com/articles/DA3S15430430.html 
25 https://www.asahi.com/articles/DA3S15430348.html 
26 https://www.yomiuri.co.jp/editorial/20220928-OYT1T50312/ 
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27 https://www.clair.or.jp/j/exchange/shimai/ans02.html 
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28 本稿で扱うケースは、政府系機関／地方公共団体が政府系団体・組織をパートナーに、友好・親睦交流

を行っているとした定義を行っている。そのため、必ずしも姉妹都市交流の締結をしていないケースも含

まれていることに留意されたい。 
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大変うまく

いっている, 
22.7%

うまくいっ

ている, 
63.6%

普通, 13.6%

うまくいっ

ていない, 
0.0%

大変うまく

いっていな

い, 0.0%

困難はあま

りなく、交

流は順調に

進んできた, 
14.7%

困難はあっ

たものの、

どちらかと

いえば交流

は順調とい

える, 64.2%

色々な困難

があり、交

流はあまり

順調とはい

えなかった, 
7.3%

どちらとも

いえない, 
5.5%

わからない, 
5.5%

無回答, 2.8%

大変期待で

きる, 15.2%

期待できる, 
72.7%

どちらでも

ない, 10.6%

期待できな

い, 1.5%
大変期待で

きない, 0.0%
より発展す

る, 17.4%

どちらかと

いえば発展

する, 25.7%

どちらとも

いえない, 
27.5%

どちらかと

いえばあま

り発展しな

い, 5.5%

発展しない, 
1.8%

わからない, 
19.3%

無回答, 2.8%
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16.7

45.5

54.5

0 20 40 60

地域住民のサポートがない

体制・組織の脆弱性

交流の不平等感

人材不足

その他

意思疎通の困難

内容の充実

財政負担

0.9
0.9
0.9

5.5
9.2
10.1
10.1
11

15.6
20.8
21.1
22
22
22

46.8

0 10 20 30 40 50

日本側の法律・制度

先方の運営体制が脆弱

先方の人材不足

こちら側の負担ばかりが大きい

日中関係の悪さ

こちらの運営体制が脆弱

人材の高齢化

中国側の法律・制度

双方の考えの隔たりが大きい

先方の状況がわからない

多くの人の同意・理解が必要

知識・情報の不足

経済的負担が大きい

こちらの人材不足

意思疎通
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29 たとえば、時事ドットコムニュース，2022 年 9 月 22 日, 「『友好』築いた港湾都市 日中、共通課題

は高齢化―提携の神戸、横浜・日中国交正常化５０周年」 

https://www.jiji.com/jc/article?k=2022092100685&g=pol を参照のこと。 
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55.4%

48.2%

35.7%

30.4%
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26.4%

32.1%

17.0%

21.7%

15.2%
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異文化交流

文化・芸術分野での交流

技術協力・ビジネス交流

社会課題への取り組みに関連する交流

1996年ｰ 1986-1995年 -1985年

10.7% 18.9% 15.2%

75.0% 52.8%
39.1%
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13.0%

3.6% 7.5%
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100.0%
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困難はあまりなく、交流は順調に進んできた 困難はあったものの、どちらかといえば交流は順調といえる

色々な困難があり、交流はあまり順調とはいえなかった 色々な困難があり、交流はまったく順調ではなかった

どちらともいえない わからない

無回答
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それ以外 発展する

十分に達成できた 9.0% 33.3%

それなりに達成できた 57.7% 59.6%

どちらともいえない 11.5% 7.0%

そこまで達成できていない 5.1%

まったく達成できていない 1.3%

わからない 15.4%
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それ以外 発展する

困難はあまりなく、交流は順調に進んできた 3.2% 33.3%

困難はあったものの、どちらかといえば交流は順調といえる 52.6% 63.3%

色々な困難があり、交流はあまり順調とはいえなかった 11.6% 1.7%

色々な困難があり、交流はまったく順調ではなかった 4.2%

どちらともいえない 11.6% 1.7%

無回答 11.6%

それ以外 発展する

良い印象を持っている 11.6% 41.7%

どちらかといえば良い印象を持っている 17.9% 38.3%

どちらともいえない 42.1% 16.7%

どちらかといえば悪い印象を持っている 4.2%

悪い印象を持っている 2.1%

わからない 16.8% 3.3%

無回答 5.3%

それ以外 発展する

継続したい 53.70% 98.3%

やや継続したい 12.60% 1.7%

どちらともいえない 26.30%

あまり継続したくない 1.10%

継続したくない 1.10%

無回答 5.30%
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30 https://www.nna.jp/news/2415713 
31 興味深いことに、交流の将来を肯定的に展望している自治体は、日中関係の悪さを交流上の困難とほと

んど認識していない。毎日新聞（2022）の報道にあるように、国家間関係の悪化が交流の進展に影響を与

えたとしても、交流実績をもち交流の将来を肯定的に展望している自治体にとって、大きな障害と認識さ

れていないのである。その意味で、「自治体の姉妹都市交流が国家間関係（の悪化）を乗り越える試みと

されてきた」とした本稿冒頭での記述は、実際にそうだったと言うことができる。 
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日中交流実態調査アンケート

設
問
形
式

設
問
数

【回答対象】
設問内容

SA 1 F 1 以下の法人格、団体区分のうち、貴組織・法人にあてはまるものを1つお答えください。
(1つだけ選択)

1 営利法人:株式会社、合同・合名・合資会社
2 一般社団／財団法人
3 公益社団／財団法人
4 特定非営利活動法人（NPO）
5 政府系機関／地方公共団体
6 公立学校／学校法人
7 宗教法人
8 任意団体
9 その他（　　　　　　　）

ここからは、日中交流の有無についてお伺いします。
次の説明文を読んで、当てはまる選択肢をお選びください。

◆日中交流とは
　ここでいう「日中交流」とは、中国にルーツを持つ団体・組織、もしくは個人との交流活動全般を指します。
交流先となる中国の団体・組織、個人が活動の拠点としている場所（国）は問いません。
また、対面で行う交流のみならず、SNSやWeb上での「オンライン交流」も対象となります。
※交流を伴わないビジネス上の商取引や一方通行な情報収集（情報発信）などの活動は含まれません。

MA 1 F 2 以上の定義を踏まえて、貴組織・法人が中国の団体・組織、個人と行っている（行っていた）具体的な交流をお選びください。

（あてはまるものをすべて選択）

1 友好・親睦交流:国家・団体間の親睦を深めることを目的とした交流
2 教育分野での交流:交換留学や語学習得、学生向けの弁論・文芸・論文コンクールを通じた交流
3 学術分野での交流:学術研究を目的とした交流
4 異文化交流:異文化理解を深めることを目的とした交流（図書寄贈等を含む）
5 生活支援交流:日本における中国人・中国における日本人の生活支援を目的とした交流
6 文化・芸術分野での交流:文化・芸術コンテンツの発信と展開を目的とした交流
7

動などを目的とした交流　※技能実習生の受け入れなども含む
8 産業振興交流:農業・林業・水産業経営、生産技術や安全管理などに関する交流
9 社会課題への取り組みに関連する交流:環境・エネルギー・食糧・水・高齢化社会・医療・介護等の社会課題に取り組む

ための交流
10 その他（　　　　　　　　）
11 交流を行っていない →　【調査終了】

設問番号

【全員】
回答団体・
法人の法人

格

【全員】
交流内容の

具体例

技術協力・ビジネス交流:科学技術分野や産業分野での技術協力・開発援助、企業の中国進出支援、現地での視察活
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MA 1 Q 1 貴組織・法人がこれまでに交流してきた中国の交流先は、どのような性格を持った団体・組織ですか。
※交流先が個人である場合は、「7．交流の際に特定の団体を通さない個人」をお選びください。
(あてはまるものをすべて選択)

1 政府系団体・組織
2 営利企業系団体・組織
3 非営利系団体・組織
4 学校系団体・組織
5 宗教系団体・組織
6 その他の団体・組織（　　　　　　　　　　）
7 交流の際に特定の団体を通さない個人

【Q1で1~6を選択した方のみ】
ここからは、中国の交流先である団体・組織との交流についてお伺いします。
※交流の際に特定の団体を通さない個人は除いてお考えください。

SA 1 Q 2 貴組織・法人では、これまでにいくつの中国の団体・組織と交流を行ってきましたか。
(1つだけ選択)

1 １（団体・組織）
2 2～9（団体・組織）
3 10～99（団体・組織）
4 100以上（団体・組織）

【Q1で1~6を選択した方のみ】
SA 1 Q 3 中国の団体・組織と交流を開始したのはいつからですか。

1 プルダウン式

※選択肢は、1972年以前(日中国交正常化前)～2020年以降（新型コロナウイルス感染蔓延期）

【Q1で1~6を選択した方のみ】
MA 1 Q 4 中国の団体・組織と知り合い、関係を持つようになったきっかけを教えてください。

(あてはまるものをすべて選択)

1 貴組織・法人からアプローチを行った
2 中国の交流先からアプローチがあった
3 関係先の団体・組織、個人から、交流先の紹介があった
4 交流を行う前から関係があった
5 歴史的に特別な関係があった
6 その他（　　　　　）
7 わからない

【全員】
中国の交流
先の団体・
組織の法人

格

【団体・組
織】

交流を開始
した時期

【団体・組
織】

交流先の団
体・

組織数

【団体・組
織】

交流先と知
り合ったきっ

かけ

▽



89 
 

【Q3で1~48（2019年以前）を選択した方のみ】
コロナ禍前（2019年以前）における日中交流についてお伺いします。

SA 1 Q 5 コロナ禍前までは、中国の団体・組織とどれくらいの頻度で交流事業（イベント）を実施していましたか。
(1つだけ選択)

1 月に1回以上
2 3か月に1回程度
3 半年に1回程度
4 年に1回程度
5 2～3年に1回程度
6 不定期(具体的な頻度は決めていない)
7 コロナ禍前までは実施していない

【Q1で1~6を選択した方のみ】
現在のコロナ禍（2020年以降）における交流についてお伺いします。

SA 1 Q 6 現在のコロナ禍での中国の団体・組織との交流事業（イベント）の頻度をお答えください。
(1つだけ選択)

1 月に1回以上
2 3か月に1回程度
3 半年に1回程度
4 年に1回程度
5 2～3年に1回程度
6 不定期(具体的な頻度は決めていない)
7 現在のコロナ禍では実施していない

【Q5で1~6を選択かつ、Q6で1～6を選択した方のみ】
SA 1 Q 7 現在のコロナ禍での日中交流は、コロナ禍前（2019年度以前）と比べると、交流の規模に変化はありましたか。

(1つだけ選択)

1 コロナ禍前よりも拡大した
2 コロナ禍前と変わらない
3 コロナ禍前よりも縮小した

【Q5で1~6を選択かつ、Q6で1～6を選択した方のみ】
SA 1 Q 8 現在のコロナ禍での中国の団体・組織との交流は、コロナ禍前（2019年度以前）と比べると、交流の内容に変化はありましたか。

(1つだけ選択)

1 コロナ禍前とは交流内容を変えていない
2 コロナ禍前から交流内容を変えた

【Q6で1～6を選択した方のみ】
MTS 1 Q 9 中国の団体・組織とはどのように交流していますか。

1 コロナ禍前（2019年以前）までの交流 〇 〇 〇
2 現在のコロナ禍（2020年以降）の交流 〇 〇 〇

【団体・組
織】

コロナ禍前の
交流の頻度

【団体・組
織】

現在の交流
の頻度

【団体・組
織】

コロナ禍前
後での

交流規模の
変動

【団体・組
織】

コロナ禍前
後での

交流内容の
変動

【団体・組
織】

コロナ禍前
後での

交流形態の
変遷

回答方向　→ オフライン
（対面）

オンライン
オフラインと
オンライン

両方
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【Q9-1で2・３を選択したまたはQ9-2で2・３を選択した方のみ】
MA 1 Q 10 現在のコロナ禍での中国の団体・組織との交流の際に、使用しているオンラインツールをお選びください。

(あてはまるものをすべて選択)

1 中国系WEB会議システム:「騰訊会議 (Tencent Meeting)」「釘釘Ding Talk/Ding Talk Lite」
2 中国系動画配信ツール:「Tiktok（抖音）等の投稿型ショートムービー」「bilibili（哔哩哔哩动画）等の会員制動画投稿サイト」
3 中国系SNS:「Weibo（微博）」「WeChat（微信）」「RED（小紅書）」
4 その他のWEB会議システム:「Zoom」「Skype」等
5 その他の動画配信ツール:「YouTube」「Instagram」等
6 その他のSNS:「Twitter」「LINE」等
7 その他のオンラインツール（　　　　　　　　　）
8 わからない

【Q1で1~6を選択した方のみ】
MA 1 Q 11 中国の団体・組織と交流を開始した当初の目的（狙い）は何でしたか。

(あてはまるものをすべて選択)

1 国家・団体間の良好な関係を維持・発展させるため
2 こちらが必要とするもの（情報や技術、人材、文化財など）を入手するため
3 先方が必要とするもの（情報や技術、人材、文化財など）を提供するため
4 先方と情報や技術、人材、文化財などを交換するため
5 先方との共同事業を運営するため
6 先方と共通の目標を達成させるため
7 その他（　　　　　）
8 特に交流の目的は意識していない／わからない

【Q11で1~7を選択した方のみ】
SA 1 Q 12 前問で選択した日中交流の当初の目的は、現時点で、どの程度達成されましたか。

1 国家・団体間の良好な関係を維持・発展させるため 〇 〇 〇 〇 〇 〇
2 こちらが必要とするもの（情報や技術、人材、文化財など）を入手するため〇 〇 〇 〇 〇 〇
3 先方が必要とするもの（情報や技術、人材、文化財など）を提供するため〇 〇 〇 〇 〇 〇
4 先方と情報や技術、人材、文化財などを交換するため 〇 〇 〇 〇 〇 〇
5 先方との共同事業を運営するため 〇 〇 〇 〇 〇 〇
6 先方と共通の目標を達成させるため 〇 〇 〇 〇 〇 〇
7 その他（　　　　　） 〇 〇 〇 〇 〇 〇

【Q1で7を選択した方のみ】
ここからは、交流の際に特定の団体を通さない中国側の個人（以下　個人パートナー）との交流についてお伺いします。

SA 1 Q 13 その個人パートナーとは、どうやって知り合いになりましたか。
(1つだけ選択)

1 こちらから声をかけた
2 先方から声をかけられた
3 第三者から紹介してもらった
4 その他（　　　　　　　）

十分に達
成できた

それなりに
達成でき

た

どちらとも
いえない

そこまで達
成できて
いない

まったく達
成できて
いない

回答方向　→ わからない

【個人】
知り合った
きっかけ

【団体・組
織】

オンライン交
流で

使用している
ツール

【団体・組
織】

交流の当初
の目的

【団体・組
織】

交流目的の
達成度合い



91 
 

【Q1で7を選択した方のみ】
SA 1 Q 13-2 では、その個人パートナーとは、オンライン／オフラインのどちらで知り合いになりましたか。

(1つだけ選択)

1 オフライン（対面）
2 オンライン
3 オフライン（対面）とオンライン両方

【Q1で7を選択した方のみ】
MA 1 Q 14 その個人パートナーとの日中交流の目的は何ですか。

(あてはまるものをすべて選択)

1 国家・団体間の良好な関係を維持・発展させるため
2 こちらが必要とするもの（情報や技術、人材、文化財など）を入手するため
3 先方が必要とするもの（情報や技術、人材、文化財など）を提供するため
4 先方と情報や技術、人材、文化財などを交換するため
5 先方との共同事業を運営するため
6 先方と共通の目標を達成させるため
7 その他（　　　　　）
8 特に交流の目的は意識していない

【Q1で7を選択した方のみ】
SA 1 Q 15 現在のコロナ禍での個人パートナーとの交流は、どのように行っていますか。

(1つだけ選択)

1 オフライン（対面）
2 オンライン
3 オフライン（対面）とオンライン両方

【Q15で2・３を選択した方のみ】
MA 1 Q 16 現在のコロナ禍での個人パートナーとの交流の際に、使用しているオンラインツールをお選びください。

(あてはまるものをすべて選択)

1 中国系WEB会議システム:「騰訊会議 (Tencent Meeting)」「釘釘Ding Talk/Ding Talk Lite」
2 中国系動画配信ツール:「Tiktok（抖音）等の投稿型ショートムービー」「bilibili（哔哩哔哩动画）等の会員制動画投稿サイト」
3 中国系SNS:「Weibo（微博）」「WeChat（微信）」「RED（小紅書）」
4 その他のWEB会議システム:「Zoom」「Skype」等
5 その他の動画配信ツール:「YouTube」「Instagram」等
6 その他のSNS:「Twitter」「LINE」等
7 その他のオンラインツール（　　　　　　　　　）
8 わからない

【個人】
知り合った際

の形態

【個人】
交流の目的

【個人】
コロナ禍での
交流形態

【個人】
オンライン交

流で
使用している

ツール
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【これ以降、F2で1~10を選択した方のみ】
ここからは、中国（団体・組織、個人を含む）との交流全般についてお伺いします。

数量 1 Q 17 貴組織・法人が中国との交流を行うにあたって、主要な役割を担っているのは、どのような方々ですか。
おおよその数で結構ですので、常勤・非常勤（パート・アルバイトを含む）それぞれの人数の内訳をお答えください。

常勤
1 日本人 名
2 中国系（帰化した方も含む） 名
3 その他の国籍 名

非常勤
4 日本人 名
5 中国系（帰化した方も含む） 名
6 その他の国籍 名

SA 1 Q 17-2 前問で選択した中で、日中交流を行うにあたって、主要な役割を担っている方をお選びください。
(1つだけ選択)

1 日本人 ※Q17で「1」または「4」が1名以上だった場合のみ表示

2 中国系（帰化した方も含む） ※Q17で「2」または「5」が1名以上だった場合のみ表示

3 その他の国籍 ※Q17で「3」または「6」が1名以上だった場合のみ表示

4 日本人と中国系が同程度 ※Q17で「1」または「4」が1名以上、かつ「2」または「5」が1名以上だった場合のみ表示

5 上記以外（　　　　　　）

MA 1 Q 18 日中交流の実績を、どのようなツールを用いて発信されていますか。
(あてはまるものをすべて選択)

1 テレビ・ラジオ
2 新聞・雑誌・書籍
3 自身の団体・組織のWebサイト
4 日中交流専用の情報配信サイト
5 日中交流専用の掲示板・フォーラム
6 中国系動画配信ツール:「Tiktok（抖音）等の投稿型ショートムービー」「bilibili（哔哩哔哩动画）等の会員制動画投稿サイト」
7 その他の動画配信ツール:「YouTube」「Instagram」等
8 中国系SNS:「Weibo（微博）」「WeChat（微信）」「RED（小紅書）」
9 その他のSNS:「Twitter」「LINE」等
10 その他（　　　　　）
11 情報発信は行っていない

【Q18で1~10を選択した方のみ】
MA 1 Q 19 交流の実績を発信する際は、何語で発信していますか。

(あてはまるものをすべて選択)

1 日本語
2 中国語
3 英語
4 その他の言語（　　　　　　　　　）

【全員】
交流におい

て
主要な役割

を
担っている国

籍

【全員】
交流の担い

手となる
国籍

【全員】
交流実績を
報告する際

のツール

【全員】
交流実績を
報告する際

の言語
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MA 1 Q 20 日中交流を行ってみて良かったことはありますか。
(あてはまるものをすべて選択)

1 交流を通して、新たな気付きや発見を得られた
2 交流を通して、中国に対する認識が深まった
3 団体・組織の運営に良い影響をもたらした
4 その他（　　　　　　　　）
5 特にない

ここでは、日中交流を開始する前の状況についてお伺いします。
MA 1 Q 21 日中交流を実施するにあたり、以下のような苦労はありましたか。

(あてはまるものをすべて選択)

1 交流を充実させるための知識・情報が足りなかった
2 通訳を使わないと双方の意思疎通ができなかった
3 先方の置かれた状況がよくわからなかった
4 交流を進めるにあたって中国側の法律・制度が障害となった
5 交流を進めるにあたって日本側の法律・制度が障害となった
6 交流を進めようとしても、双方の考えの隔たりが大きかった
7 交流を進めるには経済的負担が大きかった
8 交流を進めようとすると、どうしてもこちら側の負担ばかりが大きくなった
9 交流を進めるこちら側の運営体制が脆弱だった
10 交流を進める先方の運営体制が脆弱だった
11 交流を支えるこちら側の人材が不足していた
12 交流を支える先方の人材が不足していた
13 交流を進めるには多くの人の同意・理解を貰わないといけなかった
14 交流を進めるこちら側の人材の高齢化が進んでしまっていた
15 日中関係が悪く、交流を進めにくい環境にあった
16 その他（　　　　　）
17 苦労したことは特にない

続いて、日中交流を開始した後の状況についてお伺いします、
MA 1 Q 22 日中交流を続けていくうえで、どのような苦労がありますか。

(あてはまるものをすべて選択)

1 交流を充実させるための知識・情報が足りない
2 通訳を使わないと双方の意思疎通ができない
3 先方の置かれた状況がよくわからない
4 交流を進めるにあたって中国側の法律・制度が障害となる
5 交流を進めるにあたって日本側の法律・制度が障害となる
6 交流を進めようとしても、双方の考えの隔たりが大きい
7 交流を進めるには経済的負担が大きい
8 交流を進めようとすると、どうしてもこちら側の負担ばかりが大きくなる
9 交流を進めるこちら側の運営体制が脆弱である
10 交流を進める先方の運営体制が脆弱である
11 交流を支えるこちら側の人材が不足している
12 交流を支える先方の人材が不足している
13 交流を進めるには多くの人の同意・理解を貰わないといけない
14 交流を進めるこちら側の人材の高齢化が進んでいる
15 日中関係が悪く、交流を進めにくい環境にある
16 その他（　　　　　）
17 苦労していることは特にない

【全員】
交流を通し

て
よかったこと

【全員】
交流を開始
するにあたっ
ての苦労

【全員】
交流を

続けていく上
での苦労
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MA 1 Q 23 日中交流を進めるにあたり、実際に利用した支援はありますか。
(あてはまるものをすべて選択)

1 政府や民間財団、企業による財政支援（具体的に:　　　　　）
2 政府や民間財団、企業との相談や情報提供（具体的に:　　　　　）
3 交流を進めるにあたって必要な情報提供サイト（具体的に:　　　　　）
4 同種の交流をしている人・団体とのネットワーキング（具体的に:　　　　　）
5 交流の担い手となる人材を紹介（あるいは育成）する事業やサービス、出向等（具体的に:　　　　　）
6 クラウドファンディング等の資金調達サービス（具体的に:　　　　　　）
7 その他（具体的に:　　　　　）
8 特に利用していない／わからない

MA 1 Q 24 日中交流を続けていくにあたり、利用したい支援はありますか。
(あてはまるものをすべて選択)

1 政府や民間財団、企業による財政支援（具体的に:　　　　　）
2 政府や民間財団、企業との相談や情報提供（具体的に:　　　　　）
3 交流を進めるにあたって必要な情報提供サイト（具体的に:　　　　　）
4 同種の交流をしている人・団体とのネットワーキング（具体的に:　　　　　）
5 交流の担い手となる人材を紹介（あるいは育成）する事業やサービス、出向等（具体的に:　　　　　）
6 クラウドファンディング等の資金調達サービス（具体的に:　　　　　　）
7 その他（具体的に:　　　　　）
8 特に必要ではない

SA 1 Q 25 日中交流は今後も継続していきたいと考えますか。
(1つだけ選択)

1 継続したい
2 やや継続したい
3 どちらともいえない
4 あまり継続したくない
5 継続したくない

SA 1 Q 26 日中交流を開始した時点では、中国という国に対してどのような印象を持っていましたか。
(1つだけ選択)
※あなた自身の印象でお答えいただいて構いません。

1 良い印象だった
2 どちらかといえば良い印象だった
3 どちらともいえない
4 どちらかといえば悪い印象だった
5 悪い印象だった
6 わからない

【全員】
利用したい
支援策

【全員】
交流の継続

以降

【全員】
交流開始時

の
中国に対す

る印象

【全員】
利用した支

援策
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SA 1 Q 27 では、現時点で、中国という国にどのような印象を持っていますか。
(1つだけ選択)
※あなた自身の印象でお答えいただいて構いません。

1 良い印象を持っている
2 どちらかといえば良い印象を持っている
3 どちらともいえない
4 どちらかといえば悪い印象を持っている
5 悪い印象を持っている
6 わからない

SA 1 Q 28 貴組織・法人の日中交流の実績を総括するとして、どのように評価していますか。
(1つだけ選択)

1 困難はあまりなく、交流は順調に進んできた
2 困難はあったものの、どちらかといえば交流は順調といえる
3 色々な困難があり、交流はあまり順調とはいえなかった
4 色々な困難があり、交流はまったく順調ではなかった
5 どちらともいえない
6 わからない

【Q5で1~6を選択かつ、Q6で1～6を選択した方のみ】
現在のコロナ禍（2020年以降）での日中交流についてお伺いします。

SA 1 Q 28-2 貴組織・法人の現在の日中交流は、コロナ禍前（2019年以前）と比較すると、どのように評価できますか。
(1つだけ選択)

1 コロナ禍前と比べても、困難はあまりなく、交流は順調に進んでいる
2 コロナ禍前と比べて、困難はあったものの、どちらかといえば交流は順調といえる
3 コロナ禍前よりも色々な困難があり、交流はあまり順調ではない
4 コロナ禍前よりも色々な困難があり、交流はまったく順調ではない
5 どちらともいえない
6 わからない

SA 1 Q 29 今後、貴組織・法人の中国との交流はどうなっていくと予想されますか。
(1つだけ選択)

1 より発展する
2 どちらかといえば発展する
3 どちらともいえない
4 どちらかといえばあまり発展しない
5 発展しない
6 わからない

FA 1 Q 30 日中交流の成果や将来について、自由にご記入ください。

【全員】
今後の交流
に関する予

想

【全員】
自由記述

【全員】
現時点での
中国に対す

る印象

【全員】
交流実績の

総評

【全員】
コロナ禍前

後での
交流の評価

変遷
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調査名 [コロナ禍と日中交流実態調査-笹川平和財団]

(1) F1団体の法人格、団体区分...(ＳＡ)
No. カテゴリー名 ｎ %

1 営利法人:株式会社、合同・合名・合資会社 79 6.1
2 一般社団／財団法人 95 7.3
3 公益社団／財団法人 263 20.2
4 特定非営利活動法人（NPO） 56 4.3
5 政府系機関／地方公共団体 400 30.8
6 公立学校／学校法人 262 20.2
7 宗教法人 16 1.2
8 任意団体 114 8.8
9 その他 15 1.2

不明 0 0.0
全体 1300 100.0

(3) F2中国の団体・組織、個人との具体的な交流内容...(ＭＡ)
No. カテゴリー名 ｎ %

1
友好・親睦交流:国家・団体間の親睦を深めること
を目的とした交流 361 27.8

2
教育分野での交流:交換留学や語学習得、学生
向けの弁論・文芸・論文コンクールを通じた交流 320 24.6

3 学術分野での交流:学術研究を目的とした交流
170 13.1

4
異文化交流:異文化理解を深めることを目的とした
交流（図書寄贈等を含む） 226 17.4

5
生活支援交流:日本における中国人・中国におけ
る日本人の生活支援を目的とした交流 93 7.2

6
文化・芸術分野での交流:文化・芸術コンテンツの
発信と展開を目的とした交流 129 9.9

7
技術協力・ビジネス交流:科学技術分野や産業分野での技
術協力・開発援助、企業の中国進出支援、現地での視察活
動などを目的とした交流　※技能実習生の受け入れなども含む

104 8.0

8
産業振興交流:農業・林業・水産業経営、生産技
術や安全管理などに関する交流 54 4.2

9
社会課題への取り組みに関連する交流:環境・エネルギー・食
糧・水・高齢化社会・医療・介護等の社会課題に取り組むため
の交流 68 5.2

10 その他 42 3.2
11 交流を行っていない 627 48.2

不明 0 0.0 累計 　(n) 累計 　(%)
全体 1300 100.0 2194 168.8
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(5) Q1中国の交流先...(ＭＡ)
No. カテゴリー名 ｎ %

1 政府系団体・組織 299 44.4
2 営利企業系団体・組織 82 12.2
3 非営利系団体・組織 110 16.3
4 学校系団体・組織 299 44.4
5 宗教系団体・組織 6 0.9
6 その他の団体・組織 19 2.8
7 交流の際に特定の団体を通さない個人 86 12.8

不明 18 2.7 累計 　(n) 累計 　(%)
全体 673 100.0 919 136.6

(7) Q2中国の交流団体・組織数...(ＳＡ)
No. カテゴリー名 ｎ %

1 １（団体・組織） 166 27.9
2 2～9（団体・組織） 308 51.8
3 10～99（団体・組織） 104 17.5
4 100以上（団体・組織） 17 2.9

不明 0 0.0
全体 595 100.0
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(8) Q3日中交流の開始時期...(ＳＡ)
No. カテゴリー名 ｎ %

1 1972年以前(日中国交正常化前) 23 3.9
2 1973年 8 1.3
3 1974年 4 0.7
4 1975年 6 1.0
5 1976年 1 0.2
6 1977年 4 0.7
7 1978年 2 0.3
8 1979年 6 1.0
9 1980年 23 3.9

10 1981年 8 1.3
11 1982年 11 1.8
12 1983年 15 2.5
13 1984年 18 3.0
14 1985年 19 3.2
15 1986年 17 2.9
16 1987年 19 3.2
17 1988年 21 3.5
18 1989年 13 2.2
19 1990年 17 2.9
20 1991年 14 2.4
21 1992年 19 3.2
22 1993年 9 1.5
23 1994年 17 2.9
24 1995年 15 2.5
25 1996年 8 1.3
26 1997年 12 2.0
27 1998年 12 2.0
28 1999年 15 2.5
29 2000年 25 4.2
30 2001年 15 2.5
31 2002年 15 2.5
32 2003年 8 1.3
33 2004年 16 2.7
34 2005年 14 2.4
35 2006年 9 1.5
36 2007年 9 1.5
37 2008年 10 1.7
38 2009年 11 1.8
39 2010年 13 2.2
40 2011年 14 2.4
41 2012年 9 1.5
42 2013年 5 0.8
43 2014年 4 0.7
44 2015年 11 1.8
45 2016年 11 1.8
46 2017年 9 1.5
47 2018年 12 2.0
48 2019年 17 2.9
49 2020年以降（新型コロナウイルス感染蔓延) 2 0.3

不明 0 0.0
全体 595 100.0
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(85) Q3日中交流の開始時期（5年）...(ＳＡ)
No. カテゴリー名 ｎ %

1 1972年以前(日中国交正常化前) 23 3.9
2 1973-1974年 12 2.0
3 1975-1979年 19 3.2
4 1980-1984年 75 12.6
5 1985-1989年 89 15.0
6 1990-1994年 76 12.8
7 1995-1999年 62 10.4
8 2000-2004年 79 13.3
9 2005-2009年 53 8.9

10 2010-2014年 45 7.6
11 2015-2019年 60 10.1
12 2020年以降（新型コロナウイルス感染蔓延) 2 0.3

不明 0 0.0
全体 595 100.0

(90) Q3日中交流の開始時期（10年）...(ＳＡ)
No. カテゴリー名 ｎ %

1 1972年以前(日中国交正常化前) 23 3.9
2 1973-1979年 31 5.2
3 1980-1989年 164 27.6
4 1990-1999年 138 23.2
5 2000-2009年 132 22.2
6 2010-2019年 105 17.6
7 2020年以降（新型コロナウイルス感染蔓延) 2 0.3

不明 0 0.0
全体 595 100.0

(9) Q4日中交流のきっかけ...(ＭＡ)
No. カテゴリー名 ｎ %

1 貴組織・法人からアプローチを行った 166 27.9
2 中国の交流先からアプローチがあった 168 28.2
3 関係先の団体・組織、個人から、交流先の紹介が 217 36.5
4 交流を行う前から関係があった 107 18.0
5 歴史的に特別な関係があった 48 8.1
6 その他 42 7.1
7 わからない 89 15.0

不明 0 0.0 累計 　(n) 累計 　(%)
全体 595 100.0 837 140.7
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(11) Q5日中交流の頻度_コロナ禍前(2019年以前)...(ＳＡ)
No. カテゴリー名 ｎ % 階級値

1 月に1回以上 37 6.2 12
2 3か月に1回程度 36 6.1 4
3 半年に1回程度 87 14.6 2
4 年に1回程度 180 30.3 1
5 2～3年に1回程度 21 3.5 0.4
6 不定期(具体的な頻度は決めていない) 218 36.6 0
7 コロナ禍前までは実施していない 16 2.7 0

不明 0 0.0 平均 1.60
全体 595 100.0 標準偏差 2.877

(12) Q6日中交流の頻度_コロナ禍(2020年以降)...(ＳＡ)
No. カテゴリー名 ｎ % 階級値

1 月に1回以上 18 3.0 12
2 3か月に1回程度 23 3.9 4
3 半年に1回程度 43 7.2 2
4 年に1回程度 91 15.3 1
5 2～3年に1回程度 17 2.9 0.4
6 不定期(具体的な頻度は決めていない) 171 28.7 0
7 現在のコロナ禍では実施していない 232 39.0 0

不明 0 0.0 平均 0.83
全体 595 100.0 標準偏差 2.179

(13) Q7日中交流規模の変化...(ＳＡ)
No. カテゴリー名 ｎ % 階級値

1 コロナ禍前よりも拡大した 17 4.7 1
2 コロナ禍前と変わらない 68 18.9 0
3 コロナ禍前よりも縮小した 274 76.3 -1

不明 0 0.0 平均 -0.72
全体 359 100.0 標準偏差 0.547

(14) Q8日中交流内容の変化...(ＳＡ)
No. カテゴリー名 ｎ %

1 コロナ禍前とは交流内容を変えていない 151 42.1
2 コロナ禍前から交流内容を変えた 208 57.9

不明 0 0.0
全体 359 100.0
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(15) Q9-1日中交流の実施方法_コロナ禍前（2019年以前）までの交流...(ＳＡ)
No. カテゴリー名 ｎ %

1 オフライン（対面）のみ 285 78.7
2 オンラインのみ 14 3.9
3 オフラインとオンライン両方 58 16.0

不明 5 1.4
全体 362 100.0

(16) Q9-2日中交流の実施方法_現在のコロナ禍（2020年以降）の交流...(ＳＡ)
No. カテゴリー名 ｎ %

1 オフライン（対面）のみ 47 12.9
2 オンラインのみ 191 52.6
3 オフラインとオンライン両方 120 33.1

不明 5 1.4
全体 363 100.0

(17) Q10日中交流に使用しているオンラインツール...(ＭＡ)
No. カテゴリー名 ｎ %

1
中国系WEB会議システム:「騰訊会議 (Tencent
Meeting)」「釘釘Ding Talk/Ding Talk Lite」

46 14.5

2
中国系動画配信ツール:「Tiktok（抖音）等の
投稿型ショートムービー」「bilibili（哔哩哔哩动
画）等の会員制動画投稿サイト」 7 2.2

3
中国系SNS:「Weibo（微博）」「WeChat（微
信）」「RED（小紅書）」 95 30.0

4 その他のWEB会議システム:「Zoom」「Skype」等
253 79.8

5
その他の動画配信ツール:「YouTube」
「Instagram」等 23 7.3

6 その他のSNS:「Twitter」「LINE」等
6 1.9

7 その他のオンラインツール
24 7.6

8 わからない 22 6.9
不明 0 0.0 累計 　(n) 累計 　(%)
全体 317 100.0 476 150.2
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(19) Q11日中交流を開始した当初の目的...(ＭＡ)
No. カテゴリー名 ｎ %

1 国家・団体間の良好な関係を維持・発展させるため
322 54.1

2
こちらが必要とするもの（情報や技術、人材、文化
財など）を入手するため 92 15.5

3
先方が必要とするもの（情報や技術、人材、文化
財など）を提供するため 103 17.3

4
先方と情報や技術、人材、文化財などを交換するた
め 150 25.2

5 先方との共同事業を運営するため
52 8.7

6 先方と共通の目標を達成させるため
118 19.8

7 その他 50 8.4
8 特に交流の目的は意識していない／わからない 31 5.2

不明 6 1.0 累計 　(n) 累計 　(%)
全体 595 100.0 924 155.3

(21) Q12-1日中交流の達成度_国家・団体間の良好な関係の維持・発展...(ＳＡ)
No. カテゴリー名 ｎ % 階級値

1 十分に達成できた 60 18.6 2
2 それなりに達成できた 204 63.4 1
3 どちらともいえない 33 10.2 0
4 そこまで達成できていない 7 2.2 -1
5 まったく達成できていない 3 0.9 -2
6 わからない 15 4.7 0

不明 0 0.0 平均 0.97
全体 322 100.0 標準偏差 0.712

(22) Q12-2日中交流の達成度_こちらが必要とするものを入手するため...(ＳＡ)
No. カテゴリー名 ｎ % 階級値

1 十分に達成できた 12 13.0 2
2 それなりに達成できた 48 52.2 1
3 どちらともいえない 18 19.6 0
4 そこまで達成できていない 4 4.3 -1
5 まったく達成できていない 3 3.3 -2
6 わからない 6 6.5 0

不明 1 1.1 平均 0.68
全体 92 100.0 標準偏差 0.880

(23) Q12-3日中交流の達成度_先方が必要とするものを提供するため...(ＳＡ)
No. カテゴリー名 ｎ % 階級値

1 十分に達成できた 18 17.5 2
2 それなりに達成できた 53 51.5 1
3 どちらともいえない 20 19.4 0
4 そこまで達成できていない 1 1.0 -1
5 まったく達成できていない 4 3.9 -2
6 わからない 6 5.8 0

不明 1 1.0 平均 0.78
全体 103 100.0 標準偏差 0.886
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(24) Q12-4日中交流の達成度_先方と情報や技術、人材、文化財などを交換...(ＳＡ)
No. カテゴリー名 ｎ % 階級値

1 十分に達成できた 26 17.3 2
2 それなりに達成できた 81 54.0 1
3 どちらともいえない 18 12.0 0
4 そこまで達成できていない 9 6.0 -1
5 まったく達成できていない 3 2.0 -2
6 わからない 12 8.0 0

不明 1 0.7 平均 0.79
全体 150 100.0 標準偏差 0.872

(25) Q12-5日中交流の達成度_先方との共同事業を運営するため...(ＳＡ)
No. カテゴリー名 ｎ % 階級値

1 十分に達成できた 8 15.4 2
2 それなりに達成できた 33 63.5 1
3 どちらともいえない 8 15.4 0
4 そこまで達成できていない 1 1.9 -1
5 まったく達成できていない 1 1.9 -2
6 わからない 1 1.9 0

不明 0 0.0 平均 0.88
全体 52 100.0 標準偏差 0.758

(26) Q12-6日中交流の達成度_先方と共通の目標を達成させるため...(ＳＡ)
No. カテゴリー名 ｎ % 階級値

1 十分に達成できた 16 13.6 2
2 それなりに達成できた 72 61.0 1
3 どちらともいえない 16 13.6 0
4 そこまで達成できていない 5 4.2 -1
5 まったく達成できていない 3 2.5 -2
6 わからない 6 5.1 0

不明 0 0.0 平均 0.79
全体 118 100.0 標準偏差 0.825

(27) Q12-7日中交流の達成度_その他...(ＳＡ)
No. カテゴリー名 ｎ % 階級値

1 十分に達成できた 10 20.0 2
2 それなりに達成できた 26 52.0 1
3 どちらともいえない 6 12.0 0
4 そこまで達成できていない 6 12.0 -1
5 まったく達成できていない 1 2.0 -2
6 わからない 1 2.0 0

不明 0 0.0 平均 0.76
全体 50 100.0 標準偏差 0.981
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(28) Q13個人パートナーと知り合うきっかけ...(ＳＡ)
No. カテゴリー名 ｎ %

1 こちらから声をかけた 16 18.6
2 先方から声をかけられた 21 24.4
3 第三者から紹介してもらった 21 24.4
4 その他 27 31.4

不明 1 1.2
全体 86 100.0

(30) Q13-2個人パートナーとどのように知り合ったか...(ＳＡ)
No. カテゴリー名 ｎ %

1 オフライン（対面）のみ 58 67.4
2 オンラインのみ 7 8.1
3 オフライン（対面）とオンライン両方 20 23.3

不明 1 1.2
全体 86 100.0

(31) Q14個人パートナーとの日中交流の目的...(ＭＡ)
No. カテゴリー名 ｎ %

1 国家・団体間の良好な関係を維持・発展させるため
14 16.3

2
こちらが必要とするもの（情報や技術、人材、文化
財など）を入手するため 14 16.3

3
先方が必要とするもの（情報や技術、人材、文化
財など）を提供するため 25 29.1

4
先方と情報や技術、人材、文化財などを交換するた
め 12 14.0

5 先方との共同事業を運営するため
9 10.5

6 先方と共通の目標を達成させるため
15 17.4

7 その他 25 29.1
8 特に交流の目的は意識していない 13 15.1

不明 1 1.2 累計 　(n) 累計 　(%)
全体 86 100.0 128 148.8

(33) Q15個人パートナーとの日中交流の実施方法...(ＳＡ)
No. カテゴリー名 ｎ %

1 オフライン（対面）のみ 30 34.9
2 オンラインのみ 22 25.6
3 オフライン（対面）とオンライン両方 33 38.4

不明 1 1.2
全体 86 100.0
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(34) Q16個人パートナーとの日中交流に使用しているオンラインツール...(ＭＡ)
No. カテゴリー名 ｎ %

1
中国系WEB会議システム:「騰訊会議 (Tencent
Meeting)」「釘釘Ding Talk/Ding Talk Lite」

3 5.5

2
中国系動画配信ツール:「Tiktok（抖音）等の
投稿型ショートムービー」「bilibili（哔哩哔哩动
画）等の会員制動画投稿サイト」 0 0.0

3
中国系SNS:「Weibo（微博）」「WeChat（微
信）」「RED（小紅書）」 12 21.8

4 その他のWEB会議システム:「Zoom」「Skype」等
34 61.8

5
その他の動画配信ツール:「YouTube」
「Instagram」等 3 5.5

6 その他のSNS:「Twitter」「LINE」等
14 25.5

7 その他のオンラインツール
10 18.2

8 わからない 3 5.5
不明 0 0.0 累計 　(n) 累計 　(%)
全体 55 100.0 79 143.6
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(36) Q17-1日中交流の主な担当者(常勤)_日本人...(数量)
合計 8082.00
平均 13.63
分散(n-1) 42865.91
標準偏差 207.04
最大値 5000.00
最小値 0.00
不明 62
全体 593

(37) Q17-1日中交流の主な担当者(常勤)_日本人...(ＳＡ)
No. カテゴリー名 ｎ %

1 0人 79 12.1
2 1人 141 21.5
3 2～5人 289 44.1
4 6～9人 39 6.0
5 10～19人 24 3.7
6 20～29人 10 1.5
7 30～39人 4 0.6
8 40～49人 2 0.3
9 50人以上 5 0.8

不明 62 9.5
全体 655 100.0

(38) Q17-2日中交流の主な担当者(常勤)_中国系（帰化した方も含む）...(数量)
合計 1210.00
平均 2.04
分散(n-1) 258.29
標準偏差 16.07
最大値 300.00
最小値 0.00
不明 62
全体 593

(39) Q17-2日中交流の主な担当者(常勤)_中国系（帰化した方も含む）...(ＳＡ)
No. カテゴリー名 ｎ %

1 0人 418 63.8
2 1人 90 13.7
3 2～5人 69 10.5
4 6～9人 1 0.2
5 10～19人 5 0.8
6 20～29人 2 0.3
7 30～39人 2 0.3
8 40～49人 1 0.2
9 50人以上 5 0.8

不明 62 9.5
全体 655 100.0
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(40) Q17-3日中交流の主な担当者(常勤)_その他の国籍...(数量)
合計 307.00
平均 0.52
分散(n-1) 27.93
標準偏差 5.28
最大値 100.00
最小値 0.00
不明 62
全体 593

(41) Q17-3日中交流の主な担当者(常勤)_その他の国籍...(ＳＡ)
No. カテゴリー名 ｎ %

1 0人 543 82.9
2 1人 27 4.1
3 2～5人 18 2.7
4 6～9人 1 0.2
5 10～19人 0 0.0
6 20～29人 1 0.2
7 30～39人 0 0.0
8 40～49人 0 0.0
9 50人以上 3 0.5

不明 62 9.5
全体 655 100.0

(42) Q17-4日中交流の主な担当者(非常勤)_日本人...(数量)
合計 1994.00
平均 3.36
分散(n-1) 542.69
標準偏差 23.30
最大値 500.00
最小値 0.00
不明 62
全体 593

(43) Q17-4日中交流の主な担当者(非常勤)_日本人...(ＳＡ)
No. カテゴリー名 ｎ %

1 0人 400 61.1
2 1人 64 9.8
3 2～5人 77 11.8
4 6～9人 15 2.3
5 10～19人 18 2.7
6 20～29人 7 1.1
7 30～39人 3 0.5
8 40～49人 0 0.0
9 50人以上 9 1.4

不明 62 9.5
全体 655 100.0
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(44) Q17-5日中交流の主な担当者(非常勤)_中国系（帰化した方も含む）...(数量)
合計 609.00
平均 1.03
分散(n-1) 80.04
標準偏差 8.95
最大値 200.00
最小値 0.00
不明 62
全体 593

(45) Q17-5日中交流の主な担当者(非常勤)_中国系（帰化した方も含む）...(ＳＡ)
No. カテゴリー名 ｎ %

1 0人 470 71.8
2 1人 83 12.7
3 2～5人 28 4.3
4 6～9人 3 0.5
5 10～19人 3 0.5
6 20～29人 0 0.0
7 30～39人 3 0.5
8 40～49人 1 0.2
9 50人以上 2 0.3

不明 62 9.5
全体 655 100.0

(46) Q17-6日中交流の主な担当者(非常勤)_その他の国籍...(数量)
合計 194.00
平均 0.33
分散(n-1) 21.25
標準偏差 4.61
最大値 100.00
最小値 0.00
不明 62
全体 593

(47) Q17-6日中交流の主な担当者(非常勤)_その他の国籍...(ＳＡ)
No. カテゴリー名 ｎ %

1 0人 570 87.0
2 1人 12 1.8
3 2～5人 8 1.2
4 6～9人 1 0.2
5 10～19人 0 0.0
6 20～29人 0 0.0
7 30～39人 0 0.0
8 40～49人 0 0.0
9 50人以上 2 0.3

不明 62 9.5
全体 655 100.0
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(48) Q17-2日中交流の主担当...(ＳＡ)
No. カテゴリー名 ｎ %

1 日本人 429 65.5
2 中国系（帰化した方も含む） 87 13.3
3 その他の国籍 3 0.5
4 日本人と中国系が同程度 55 8.4
5 上記以外 60 9.2

不明 21 3.2
全体 655 100.0

(50) Q18日中交流実績の発信ツール...(ＭＡ)
No. カテゴリー名 ｎ %

1 テレビ・ラジオ
26 4.0

2 新聞・雑誌・書籍
113 17.3

3 自身の団体・組織のWebサイト
469 71.6

4 日中交流専用の情報配信サイト
13 2.0

5 日中交流専用の掲示板・フォーラム
16 2.4

6
中国系動画配信ツール:「Tiktok（抖音）等の
投稿型ショートムービー」「bilibili（哔哩哔哩动
画）等の会員制動画投稿サイト」 10 1.5

7
その他の動画配信ツール:「YouTube」
「Instagram」等 42 6.4

8
中国系SNS:「Weibo（微博）」「WeChat（微
信）」「RED（小紅書）」 63 9.6

9 その他のSNS:「Twitter」「LINE」等
48 7.3

10 その他 55 8.4
11 情報発信は行っていない 89 13.6

不明 26 4.0 累計 　(n) 累計 　(%)
全体 655 100.0 970 148.1

(52) Q19日中交流実績の発信言語...(ＭＡ)
No. カテゴリー名 ｎ %

1 日本語 517 95.7
2 中国語 141 26.1
3 英語 91 16.9
4 その他の言語 14 2.6

不明 0 0.0 累計 　(n) 累計 　(%)
全体 540 100.0 763 141.3

(54) Q20日中交流を実施して良かったこと...(ＭＡ)
No. カテゴリー名 ｎ %

1 交流を通して、新たな気付きや発見を得られた 366 55.9
2 交流を通して、中国に対する認識が深まった 389 59.4
3 団体・組織の運営に良い影響をもたらした 236 36.0
4 その他 34 5.2
5 特にない 47 7.2

不明 29 4.4 累計 　(n) 累計 　(%)
全体 655 100.0 1101 168.1
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(56) Q21日中交流での苦労(交流開始前)...(ＭＡ)
No. カテゴリー名 ｎ %

1 交流を充実させるための知識・情報が足りなかった
181 27.6

2 通訳を使わないと双方の意思疎通ができなかった
165 25.2

3 先方の置かれた状況がよくわからなかった
109 16.6

4
交流を進めるにあたって中国側の法律・制度が障害
となった 50 7.6

5
交流を進めるにあたって日本側の法律・制度が障害
となった 20 3.1

6
交流を進めようとしても、双方の考えの隔たりが大き
かった 40 6.1

7 交流を進めるには経済的負担が大きかった
67 10.2

8
交流を進めようとすると、どうしてもこちら側の負担ば
かりが大きくなった 35 5.3

9 交流を進めるこちら側の運営体制が脆弱だった
74 11.3

10 交流を進める先方の運営体制が脆弱だった
17 2.6

11 交流を支えるこちら側の人材が不足していた
111 16.9

12 交流を支える先方の人材が不足していた
29 4.4

13
交流を進めるには多くの人の同意・理解を貰わないと
いけなかった 81 12.4

14
交流を進めるこちら側の人材の高齢化が進んでし
まっていた 19 2.9

15 日中関係が悪く、交流を進めにくい環境にあった
28 4.3

16 その他 128 19.5
17 苦労したことは特にない 117 17.9

不明 33 5.0 累計 　(n) 累計 　(%)
全体 655 100.0 1304 199.1
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(58) Q22日中交流での苦労(交流開始後)...(ＭＡ)
No. カテゴリー名 ｎ %

1 交流を充実させるための知識・情報が足りない
123 18.8

2 通訳を使わないと双方の意思疎通ができない
167 25.5

3 先方の置かれた状況がよくわからない
97 14.8

4
交流を進めるにあたって中国側の法律・制度が障害
となる 82 12.5

5
交流を進めるにあたって日本側の法律・制度が障害
となる 24 3.7

6
交流を進めようとしても、双方の考えの隔たりが大き
い 59 9.0

7 交流を進めるには経済的負担が大きい
111 16.9

8
交流を進めようとすると、どうしてもこちら側の負担ば
かりが大きくなる 52 7.9

9 交流を進めるこちら側の運営体制が脆弱である
112 17.1

10 交流を進める先方の運営体制が脆弱である
19 2.9

11 交流を支えるこちら側の人材が不足している
156 23.8

12 交流を支える先方の人材が不足している
20 3.1

13
交流を進めるには多くの人の同意・理解を貰わないと
いけない 104 15.9

14 交流を進めるこちら側の人材の高齢化が進んでいる
67 10.2

15 日中関係が悪く、交流を進めにくい環境にある
68 10.4

16 その他 46 7.0
17 苦労していることは特にない 125 19.1

不明 38 5.8 累計 　(n) 累計 　(%)
全体 655 100.0 1470 224.4
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(60) Q23日中交流で利用した支援...(ＭＡ)
No. カテゴリー名 ｎ %

1 政府や民間財団、企業による財政支援
104 15.9

2 政府や民間財団、企業との相談や情報提供
60 9.2

3 交流を進めるにあたって必要な情報提供サイト
14 2.1

4 同種の交流をしている人・団体とのネットワーキング
56 8.5

5
交流の担い手となる人材を紹介（あるいは育成）
する事業やサービス、出向等 12 1.8

6 クラウドファンディング等の資金調達サービス
0 0.0

7 その他 18 2.7
8 特に利用していない／わからない 418 63.8

不明 44 6.7 累計 　(n) 累計 　(%)
全体 655 100.0 726 110.8

(68) Q24日中交流で利用したい支援...(ＭＡ)
No. カテゴリー名 ｎ %

1 政府や民間財団、企業による財政支援
143 21.8

2 政府や民間財団、企業との相談や情報提供
77 11.8

3 交流を進めるにあたって必要な情報提供サイト
58 8.9

4 同種の交流をしている人・団体とのネットワーキング
84 12.8

5
交流の担い手となる人材を紹介（あるいは育成）
する事業やサービス、出向等 48 7.3

6 クラウドファンディング等の資金調達サービス
14 2.1

7 その他 30 4.6
8 特に必要ではない 340 51.9

不明 46 7.0 累計 　(n) 累計 　(%)
全体 655 100.0 840 128.2

(76) Q25日中交流の継続意向...(ＳＡ)
No. カテゴリー名 ｎ % 階級値

1 継続したい 445 67.9 2
2 やや継続したい 52 7.9 1
3 どちらともいえない 100 15.3 0
4 あまり継続したくない 3 0.5 -1
5 継続したくない 9 1.4 -2

不明 46 7.0 平均 1.51
全体 655 100.0 標準偏差 0.887
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(77) Q26交流開始時の中国の印象...(ＳＡ)
No. カテゴリー名 ｎ % 階級値

1 良い印象だった 132 20.2 2
2 どちらかといえば良い印象だった 122 18.6 1
3 どちらともいえない 203 31.0 0
4 どちらかといえば悪い印象だった 21 3.2 -1
5 悪い印象だった 8 1.2 -2
6 わからない 123 18.8 0

不明 46 7.0 平均 0.57
全体 655 100.0 標準偏差 0.910

(78) Q27現時点の中国の印象...(ＳＡ)
No. カテゴリー名 ｎ % 階級値

1 良い印象を持っている 138 21.1 2
2 どちらかといえば良い印象を持っている 174 26.6 1
3 どちらともいえない 212 32.4 0
4 どちらかといえば悪い印象を持っている 26 4.0 -1
5 悪い印象を持っている 16 2.4 -2
6 わからない 43 6.6 0

不明 46 7.0 平均 0.64
全体 655 100.0 標準偏差 0.963

(79) Q28日中交流実績の評価...(ＳＡ)
No. カテゴリー名 ｎ % 階級値

1 困難はあまりなく、交流は順調に進んできた
119 18.2 2

2
困難はあったものの、どちらかといえば交流は順調とい
える 338 51.6 1

3
色々な困難があり、交流はあまり順調とはいえなかっ
た 51 7.8 -1

4 色々な困難があり、交流はまったく順調ではなかった
9 1.4 -2

5 どちらともいえない 59 9.0 0
6 わからない 33 5.0 0

不明 46 7.0 平均 0.83
全体 655 100.0 標準偏差 0.888
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(80) Q28-2現在の日中交流の評価...(ＳＡ)
No. カテゴリー名 ｎ % 階級値

1
コロナ禍前と比べても、困難はあまりなく、交流は順
調に進んでいる 27 7.5 2

2
コロナ禍前と比べて、困難はあったものの、どちらかとい
えば交流は順調といえる 141 39.3 1

3
コロナ禍前よりも色々な困難があり、交流はあまり順
調ではない 91 25.3 -1

4
コロナ禍前よりも色々な困難があり、交流はまったく順
調ではない 23 6.4 -2

5 どちらともいえない 36 10.0 0
6 わからない 13 3.6 0

不明 28 7.8 平均 0.18
全体 359 100.0 標準偏差 1.131

(81) Q29今後の日中交流の予想...(SA)
No. カテゴリー名 ｎ % 階級値

1 より発展する 113 17.3 2
2 どちらかといえば発展する 175 26.7 1
3 どちらともいえない 180 27.5 0
4 どちらかといえばあまり発展しない 39 6.0 -1
5 発展しない 25 3.8 -2
6 わからない 75 11.5 0

不明 48 7.3 平均 0.51
全体 655 100.0 標準偏差 1.000
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